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※事務局記入欄 

№ 92 

【様式２】 

エントリー学校名： 
福岡県飯塚市立八木山小学校 

活動名：                個に応じた教育と授業改善 
八木山コミュニティスクールの取組 

解決すべき課題：  

・ 八木山校区の児童が激減して完全複式であることに加え、特認校制度を利用して、コミュニティバスで通学 
してくる児童には、特性のある児童が多い。（全校児童の約４０％以上） 
そのため、自己肯定感があまり高くなく、個に応じた配慮ある指導の必要性が求められている。 
 そこで、八木山コミュニティスクールとして特色ある教育活動を、縦割り活動で行いながらキャリア形成を図ると 
共に、飯塚市の教育施策や書くことの実践を通して、授業改善を行うことで、周知・徹底しながら、教職員が協 
働体制で取り組み、個に応じた八木山っ子の育成を目指したい。 
目標・方針： 
 〇「社会に開かれた教育課程」（八木山小学校の教育指導計画）を通して、個に応じた八木山っ子を育
成するために、学校運営協議会などコミュニティスクールとしての特色ある教育活動を展開したり、飯塚市の教
育施策（多層指導モデル MIM、徹底反復学習、知識構成型ジグソー法による協調学習、プログラミング学
習、オンライン英会話など）の実践を通した授業改善をしたりしていく。さらに、個に応じた配慮のある指導をす
るために、児童の実態を適切に把握し、関係諸機関と保護者や児童を個に応じてつないでいく。 
教育指導計画を基に、令和元年度から、実践、検証を進め、２１世紀を生きる子どもたちに必要な３つの

資質・能力（コミュニケーション能力）（コラボレーション能力）（イノベーション能力）を個に応じて育み、
個々の特性に配慮した八木山っ子を育成できるようにする。 
活動内容：  
１ 特色ある教育活動を縦割り活動で展開していく「コミュニティスクール八木山」の活動プランを提示。 
２ 飯塚市の教育施策を本校の児童の実態を把握⇒実践⇒授業改善していく。（指導と評価の一体化） 
３ 児童の実態を適切に把握し、関係諸機関と保護者や児童をつなぎ、個に応じた指導を適切に行う。 

活動の成果：  
〇 緑の少年団等の縦割り班活動と特性を配慮した指導を絡ませ、エコスタいいづか（R１にエコスタ大賞を 
受賞）やプログラミングコンテストなどで発信させることで、自信が生まれ、個に応じた実践が充実しつつある。 

〇 飯塚市の教育施策の共通理解や教師と児童の授業評価で個に応じた授業改善が図られてきた。 
〇 保護者と関係諸機関、地域の声を随時伝えることで、 協働体制が高まり、個に応じた指導が高まった。 
アピールポイント（アイディアや工夫）： 
・縦割り班活動で緑の少年団やコミュニティスクールの取組を行うことで、思いやりの心やキャリア形成ができる。 
・飯塚市の教育施策を、児童に応じた教育実践を工夫したり授業研修会をしたりして、授業改善を目指す。 
・地域やＧＴの人材活用（八木山地区老人会・獅子舞保存会・日本野鳥の会・日本赤十字等）を積極
的に行うことで、地域の方々や GT の方々との関わりが生まれ、コミュニケーション能力の育成へつながる。 
・児童や保護者とスクールカウンセラーの教育相談の経緯を支援会議を通し全教職員で共有し実践していく。 

図 1  コミュニティスクールの取組     図２  「エコスタいいづか」で 発信した緑の少年団活動の取組 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
グラフ１ （NRT学力検査）    グラフ２（CRT学力検査）     グラフ３（ キャリア教育児童アンケート） 
 
 
 
 
 
 
図３ 学力向上とキャリア形成    写真（相撲大会、野鳥観察） 図４ 児童アンケートで授業改善 

  




